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ハイビジョン(高品位テレビジョン)用
ディスプレイシリーズの開発
DevelopmentofDisplaYSforHigh-VisionTetevision

日本放送協会が中心となって､次世代テレビジョン放送システムである高品位テ

レビジョンの研究が行なわれている｡これに対応するため,高品位テレビジョン用

カラーディスプレイ3方式の開発を行なった｡

高輝度･高解像度化を図るために,ブラウン管,レンズ及びスクリーンから成る

光学系や,ブラウン管駆動回路などに新開発技術を盛り込み,水平解像度1,000TV

本で,白ピーク輝度が従来比2倍以上(投写方式の場合)の性能を実現した｡具体的

には,65形の大画面に高輝度･高解像度な画面を表示できるフロントプロジェクタ,

明るい室内でも鮮明な画像を表示できる黒板サイズの54形リアプロジェクタ,及び

モニタ用として1,000TV本以上の解像度をもつ24形直視ディスプレイを開発する

ことができた｡

口 緒 言

日本放送協会が中心となって,次世代テレビジョン放送シ

ステムである高品位テレビジョンの研究が行なわれており,

昭和59年1月のMUSE(Multiple Sub-Nyquist Sampling

Encoding)方式の発表や実用放送衛星の打ち上げなどによ

り,しだいに現実のものとなりつつある｡高品位テレビジョン

は走査線数が1,125本で現在のテレビジョンの2倍以上あり,

非常に高精細な画像を表示できる｡また,画面の縦横比(アス

ペクト比)が3:5と横長になっており,特に大画面ディスプ

レイを用いると非常に迫力のある臨場感に富んだ画像を得る

ことができる｡しかし,陰極線管を用いたディスプレイでは,

画面の精細度と輝度とが相反する関係にあり,高輝度かつ高

解像度のディスプレイの実現は難しい問題である｡これに対

して,新しく高輝度･高解像度陰極線管,高輝度投写レンズ,

ファインピッチリアスクリーン,広帯域･大振幅映像出力回

路,大出力･高安走高圧電源などの開発を行ない,明るくて

高解像度の高品位テレビジョン用カラーディスプレイシリー

ズ3方式の開発を行なったので,以下にその技術内容につい

て報告する｡
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日 高品位テレビジョン用カラーディスプレイシリーズ

の概要

高品位テレビジョンでは,臨場感を得るために画面サイズ

は40-50形以上が望ましいとされている｡そこで,投写方式

による大画面ディスプレイの開発に着手した｡画面サイズは

100形以上の大形から,投写形としては比較的′ト形の40～50形

まで考えられるが,当面会議室や実験室での使用の便利さや,

コンピュータ端末への応用なども考慮し,黒板サイズ程度の

画面サイズを選定した｡具体的には65形フロントプロジェク

タ,及びそれより若干コンパクトな54形リアプロジェクタを

開発目標とした｡

なお,モニタ用として小形の直視ディスプレイの必要性も

高いので,24形直視ディスプレイも開発した｡

開発したテやィスプレインリーズの外観を匡=に,主な性能

を表lに示す｡どのディスプレイも水平解像度は1,000TV本

を実現しており,かつ高輝度化されている(65形フロントプロ

ジュクタが白ピーク輝度で370cd/m2,54形リアプロジェクタ

が340cd/m2,24形直視ディスプレイが170cd/m2を実現して

いる)｡これまでに発表されている高品位用プロジェクタの輝

(b)54形リアプロジェクタ

(c)24形直視ディスプレイ
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表l高品位テレビジョン用カラーディスプレイの主要性能

水平解像度はl′000TV本を実現している｡輝度は高品位テレビジョン用プロジ

ェクタとしては初めて340cd′/■m2(100〃_)を実現している｡

方 式 フロントプロジェクタ リアプロジ工クタ
J
直視ディスプレイ

画 面 サ イ ズ 65形 54形 24形

白 ピ ー ク 輝 度 370cd.ノノn12 340cd′/m2 !70cd′/m2

角写 像 度
水平 l′000TV本 l′000丁∨本 l.0(〕OTV本以上

垂直 750TV本 750TV本 750TV本

ブ ラ ウ ン 管

9形700電磁集束 9形700電磁集束

26形(4:3)

100D偏向インライン

方式投写管 方式投写管 カラーフうウン管

(蛍光面3.000mmR) (蛍光面l′000mmR)

(芸㌘票ここトピッJ
投 写 レ ン ズ

Fl.2

倍率川.5

Fl.2

1嘗率9.5

ニス

ク

リ

l

/

コ､

構 造 アルミニウムほ〈

フレネルレンズ,レ

ンティキュラレンズ,

フうックストライブ

の組合せ

5.7l

土8.30

ゲ イ ン 8.5

指向角

(輝度50%)

垂直 ±7D

±】70水平 ±408

ノバーゼンス方式
テ'ィジタル＋

アナログ

テ=Iィジタル＋

アナログ

幅l.293×奥行900

テご‾ィジクルのみ

幅646×奥行745×セ ット 外形寸)去

幅1′000×奥行920

X高さ691

(mm)

(芸孟二三ン除く)
×高さl′735 高さ568

度は,例えば70形フロントプロジェクタで240cd/m2,55形リ

アプロジェクタで170cd/m2程度であり,340cd/m2(10(げ上)

以上のピーク輝度が実現されたのは,これが初めてと考えて

いる｡

田 高輝度･高解像度プロジェクタ

3.1電磁集束方式高輝度･高解像度投写管

投写形ディスプレイは,周知のように赤･緑･青の各単色

投写管上の画面を投写レンズによりスクリーン上に投影する

ものである｡したがって,光学系は投写管,投写レンズ及び

スクリーンから成っており,それぞれの光学性能の向上によ

r)‾最終的にスクリーン上に高輝度･高解像度画面を得ること

ができる｡

投写管としては明るくて高解像度なものが望まれる｡こ

れを実現するため次の三つの新しい開発を行ない,図2に示

すような投写管1〉を開発した｡新開発の第一は,明るくするた

めに大電i充を投入してもフォーカスの劣化しない電磁集束

方式の採用である｡倍率を下げて高解像度化を図っており,

そのためネック部は家庭用よりも長くなっている｡また,電

磁集束主レンズへ入射するビーム径が広がりすぎるのを防ぐ

ため,プリフォーカス系に補助の静電レンズを用いている｡

実現したフォーカス特性の一例を図3に示す｡各投写管に供

給される平均ビーム電i充は0.5mA程度であり,ビーム輝線幅

0.17mmを実現している｡

第二の開発は新しい緑蛍光体の開発であり,従来のY202

S:Tbに対し,0.9P53＋0.1P.の混合蛍光体の開発により,輝

度向上(当社従来比25%)を達成している｡

第三の開発は,蛍光面の形状を電子銃側に凸とし,従来と

逆の曲率面としたことである｡これは投写レンズによる像面

湾曲をあらかじめ補正し,画面周辺での解像度を高めようと

するものである｡フロントプロジェクタでは5,000ⅢmRの球面
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図2 電磁集束方式高輝度･高解像度投写管 電磁集束方式により

高解像度化を実現している｡また,蛍光面に曲率を付け,投写レンズによる像

面湾曲を補正Lている(フロントプロジェクタ用が3.000mmR,リアプロジェク

タ用が上図のようにl.080mnlR)｡
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図3 投写管のフォーカス特性 陽極電圧30kVで測定Lた..ビ】ム輝

線幅は10%輝度幅を用いている(′平均ビーム電流0.5mA時に0.17mmJ)輝線幅

が得られている._.

スクリーンを用いたので,投写管蛍光面曲率は3,000mmRとし

たが,リアプロジェクタでは平面スクリーンを用いているの

で更に曲率を強め,1,000mmRとしている｡

3.2 高輝度投写レンズ

投写レンズは再生画像の明るさや解像度に大きな影響を及

ぼす重要な部品であI),高輝度(Fl.2)で,図4に示すような

高解像度特性をもつレンズを用いている｡リアプロジェクタ

用レンズ1)は,セット全体のコンパクト化をねらって焦点距

艶の短縮を図ったので,フロントプロジェクタ用レンズに比

べ若干解像度が低いが,両レンズとも高品位テレビジョン用

として必要な1,000TV本時に,50%以上の良好なMTF

(ModulationTransferFunction)特性を実現している｡

3.3 ファインピッチリアスクリーン

スクリーンは観視者が直接観視するものであ㌢),重要な部

品である｡フロントプロジェクタ用としては通常のアルミニ

ウムはくによる反射スクリーンを使用したが,リアスクリー

ンは明るい室内でも使用可能な高コントラストスクリーン1〉

を新規開発した｡その構造を図5に示す｡同図で,フレネル

レンズは投写レンズからの入射光をスクリーン面に垂直な方

向へ集束するためのものであー),レンティキュラレンズは水

平方向の視野角を広くするためのものである｡また,出射光

側にはレンティキュラレンズと平行にブラックストライプが

設けられており,周囲光の反射によるコントラストの劣化を
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防止している｡これらの構造自体は日立製作所の家庭用プロ

ジェクタにも用いられているが,高品位テレビジョン用とし

てはレンティキュラレンズ,及びブラックストライプのピッ

チを従来の半分程度にファインピッチ化する必要があり,そ

れに伴ってフレネルレンズのピッチもファインピッチ化する

必要がある｡これらについて,社外スクリーンメーカーと共

同開発を行ない,レンティキュラレンズピッチ0.618mm,フレ

ネルレンズピッチ0.112皿mの高コントラストファインピッチ

リアスクリーンを開発した｡このスクリーンは1,000TV本で

のMTFが最悪条件'‾Fでも約45%の解像度をもつ｡

3.4 広帯域･大振幅映像出力回路

解像度を決定する要因の一つにビデオ回路の帯域幅がある｡

高解像度化のためにはビデオ出力回路が広帯域でなければな

らず,高品位テレビジョン用としては30MHz以上が必要であ
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図4 投写レンズの解像度特性 画面中央部に対応するレンズの空間

周)度数特性を示す..高品位テレビジョン用として必要なl′000TV本時に,50%

以上の良好なMTF特性を実現Lているィ
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図5 ファインピッチリアスクリーン 明るい室内でもコントラスト

の劣化が少ないブラックストライプ付きの新スクリーンを開発Lた､-′ 高解像度

化を図るため,ピッチは0.62mmにファインピッチ化Lているr
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図6 広帯域･大振幅映像出力回琵各の周;度数特性 出力素子にパワ

ーMOS FET(2SK51りを採用L,100V出力時に35MHz(-3dB)を実現してい

る.

る｡一方,投写管に大電i充を供給し高輝度化するためには,

駆動電圧を大きくしなければならない｡しかし,周知のよう

に出力回路の大出力化と広帯域化は相反する要求である｡こ

れに対し,パワーMOS FET(MetalOxide Semiconductor

電界効果トランジスタ)が比較的出力容量が小さくて広帯域

化が容易であー),更にバイポーラトランジスタのようにベー

ス領域でのパンチスルー現象がないために高耐圧化しやす

く,したがって,大出力化が可能であるという特長をもつこ

とに着目し,パワーMOS FETを用いた広帯域･大振幅映像

出力回路2)を開発した｡ただし,パワーMOS FETを用いた出

力回路では,ドレーン～ソース間の容量のためにピーキング

回路を構成することが難しいので,この容量の小さいビデオ

出力用パワーMOS FET 2SK352(現在は保護ダイオード付

きの2SK511)を新開発した｡

これによ-),開発した広帯域･大振幅映像出力回路の周波

数特性を図6に示す｡最大出力は110Vであり,100V出力時の

帯域幅は35MHzと高品位テレビジョン用として十分な帯1或

幅を実現している｡また出力振幅が100Vから25Vまで12dB変

化しても,帯域帽の変化は2MHz以内(35MHzから37MHz)で

あり,極めて安定している｡

3.5 大出力･高安定高圧電源

高輝度化を図るために投写管に大電力を投入するには,ビデ

オ出力回路の大振幅化とともに,高圧電源の大出力化及びハイ

レギュレーション化が必要となる｡そこで,大出力時にもレ

ギュレーション特性の良い,図7(b)に示すような新しい構

造のFBT(フライバックトランス)を開発した｡これは高圧コ

イルを一層ずつ層状に巻いたもので,従来のFI∋Tに比べ･一?欠

コイルとの結合が強く,リーケージフラックスが少ないため

にレギュレーションが改善されており,積層巻FBTと命名し

ている｡

開発した高圧電源のレギュレーション特性を図7(a)に示

す｡従来のFBTに比べ,積層巻FBTによりレギュレーション

を約50%改善し,更に高圧安定化回路により約50%の改善を

図っている｡結果として,高圧出力30kV,2mA,高圧変動200

V以下(0.1-2mA)の性能を得ることができた｡

3.6 投写形ディスプレイの特性

以上の新開発技術や,画面上でミスコンバーセ∵/ス呈を1

血m以下にできるディジタルコンパーゼンス補正回路などの開

発によI),65形フロントプロジェクタ(370cd/m2)及び54形リ
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図7 大出力･高安定高圧電源 新開発積層巻FBT(フライバックトラ

ンス)と高圧安定化回路により,出力30kV,2mA,高圧変動200V以下(0.ト

2mA)の性能を得た｡

アブロジュクタ(340cd/m丑)を実現した｡その主な性能を表1に

示す｡また,54形リアプロジェクタの画面表示例を図8に示す｡

巴 高解像度直視ディスプレイ

投写形による大画面ディスプレイの外に,モニタ用の24形直

視ディスプレイを開発した｡このため,26形100度偏向高解像

度カラーブラウン管を開発している｡高品位テレビジョン用

として十分な解像度とコントラストを得るために,蛍光面ド

ットピッチは0.31mmとし,ブラックマトリックス蛍光面とし

た｡また良好なフォーカス特性を得るために,偏向角は広角

100度偏向を採用した｡一方,ネック径及び電子銃配列は一般

に広く用いられているネック径¢29mmの細ネックインライン

ー体化電子銃を用いている｡そのフォーカス特性を図9に示

す｡各電子銃に供給される平均ビーム電流は約0.2mAであ

り,ビーム輝線幅は約0.6m皿を実現している｡

電子銃はインラインー体化電子銃であるが,サイドカ∵/に

ポールピースを設置しており,CY(コンパーゼンスヨーク)に

よりコンパーゼンス補正を行なっているので,画面周辺での

解像度の劣化はわずかである｡また一体化されているので,

第ニグリッドが3本の電子銃に対して共通となっており,カ
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図8 54形リアプロジ工クタ表示画面例 54形でアスペクト比3:5

のワイドな画面上に,高品位テレビジョン用カラーカメラからの3原色信号を

再生している｡
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図9 26形直視カラーフうウン管のフォーカス特性 図3と同じ〈

陽極電圧は30kVで,川%ビーム輝線幅を用いている｡平均ビーム電流0.2mA時

に0.6mmの輝線幅を実現Lている〕

ットオフ調整を回路側で行なわねばならない｡そこで,カラ

ーキャラクタディスプレイ用として開発したカソードクラン

プ方式ビデオ出力回路3)を適用している｡その他の回路は,プ

ロジェクタ用の回路を小変更して用いている｡

8 結 言

高輝度･高解像度陰極線管や広帯域･大振幅映像出力回路

などの開発により,明るくて迫力のある高精細画像の表示が

可能な,高品位テレビジョン用及び高精細業務用カラーディ

スプレイシリーズ3方式を開発した｡白ピーク輝度は65形フ

ロントプロジェクタが370cd/m2,54形リアプロジェクタが

340cd/m2及び24形直視ディスプレイが170cd/m2を達成して

おり,水平解像度はそれぞれ1,000TV本を実現している｡特

に,リアプロジェクタは明るい室内でもコントラストの劣化

が少なく,実用性の高いディスプレイとすることができた｡

終わr)に,平素御指導いただいている日本放送協会放送技

術研究所の工学博士杉本昌穂部長,三橋哲雄主任研究員ほか

の各位に対し,深謝の意を表わすi欠第である｡
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